
追
加
分
は
次
の
通
り

　
追
加
分
は
次
の
通
り
。

▽
工
事
名
＝
場
所
、

　
▽
工
事
名
＝
場
所
、
工

期
、
概
要
、
種
別
、
金
額

期
、
概
要
、
種
別
、
金
額
規

模
の
模
の
順

▽
（
霞
）
薬
学
部
研
究

　
▽
（
霞
）
薬
学
部
研
究
棟

２
階
実
習
室
改
修
＝
広

階
実
習
室
改
修
＝
広
島

市
、
市
、
４
カ
月
、
薬
学
部
研

カ
月
、
薬
学
部
研
究

棟
２
階
の
セ
ミ
ナ
ー
室
等

階
の
セ
ミ
ナ
ー
室
等
約

３
０
３
０
０
釈
を
実
習
室
に

を
実
習
室
に
改

修
、
建
築
一
式
、

修
、
建
築
一
式
、
３
５
０

３
５
０
０

万
円
未

万
円
未
満

▽
（
霞
）
薬
学
部
研
究

　
▽
（
霞
）
薬
学
部
研
究
棟

２
階
実
習
室
改
修
電
気
設

階
実
習
室
改
修
電
気
設
備

＝
広
島
市
、

＝
広
島
市
、
４
カ
月
、
薬

カ
月
、
薬
学

部
研
究
棟

部
研
究
棟
２
階
の
セ
ミ
ナ

階
の
セ
ミ
ナ
ー

室
等
約

室
等
約
３
０
３
０
０
釈
を
実
習
室

を
実
習
室

に
改
修
す
る
工
事
に
伴
う

に
改
修
す
る
工
事
に
伴
う
電

気
設
備
、
電
気
、

気
設
備
、
電
気
、
３
５
０

３
５
０
０

模
は
模
は
３
５
０
０

３
５
０
０
万
円
未
満

万
円
未
満
。

霞
キ
ャ
ン
パ
ス
（
広
島
市

霞
キ
ャ
ン
パ
ス
（
広
島
市
南

区
）
内
の
薬
学
部
研
究
棟

区
）
内
の
薬
学
部
研
究
棟
の

建
築
と
設
備
の
改
修
を
盛

建
築
と
設
備
の
改
修
を
盛
り

込
ん
で
い
る

込
ん
で
い
る
。

広
島
大
学

　
広
島
大
学
は
　
日
、
日
、
２
０
２
０

1616

２
３
２
３
年
度
工
事
発
注
見
通

年
度
工
事
発
注
見
通
し

に
４
件
の
一
般
競
争
入
札

件
の
一
般
競
争
入
札
を

追
加
し
た

追
加
し
た
。

す
べ
て
の
案
件
の
発
注

　
す
べ
て
の
案
件
の
発
注
規

㮇
年
度
発
注
見
通
し
追
加

23

広島大学

薬
学
部
研
究
棟
改
修
な
ど

を
有
す
る
土
木
一
式
工
事

を
有
す
る
土
木
一
式
工
事
Ｂ

等
級
―
な

等
級
―
な
ど

工
事
場
所
＝
南
松

　
工
事
場
所
＝
南
松
浜

工
事
概
要
＝
施
工
延
長

　
工
事
概
要
＝
施
工
延
長
４

ｍ
（
及
び
貯
留
槽
）
。
開

ｍ
（
及
び
貯
留
槽
）
。
開
削

工
Ｖ
Ｕ
φ

工
Ｖ
Ｕ
φ
２
０
０

２
０
０
（
Ｌ
（
Ｌ
４

ｍ
）
、
貯
留
槽
（
Ｂ

ｍ
）
、
貯
留
槽
（
Ｂ
２
・
１
×

Ｈ
２
×
２
×
Ｌ
　
・
５
）
１
基
、

1313

１
号
組
立
レ
ジ
ン
マ
ン
ホ

号
組
立
レ
ジ
ン
マ
ン
ホ
ー

ル
１
カ
所

工
期
＝

　
工
期
＝
８
月
　
日
3030

で
受
け
付
け
る
。
設
計
図

で
受
け
付
け
る
。
設
計
図
書

は
１
月
　
日
か
ら
市
の
ホ

日
か
ら
市
の
ホ
ー

2626

ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
す
る
。

ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
す
る
。
入

札
日
は
指
名
通
知
書
に
記

札
日
は
指
名
通
知
書
に
記
載

す
る
す
る
。

参
加
資
格
＝
市
内
に
本

　
参
加
資
格
＝
市
内
に
本
社

山
陽
小
野
田
市

　
山
陽
小
野
田
市
は
　
日
、
日
、

1919

簡
易
公
募
型
指
名
競
争
入

簡
易
公
募
型
指
名
競
争
入
札

で
「
南
部

で
「
南
部
４
号
汚
水
圧
送

号
汚
水
圧
送
幹

線
貯
留
槽
設
置
工
事
（
Ｔ

線
貯
留
槽
設
置
工
事
（
Ｔ
―

　
工
区
）
」
を
公
告
し
た

工
区
）
」
を
公
告
し
た
。

1515申
請
書
な
ど
は

申
請
書
な
ど
は
１
月
　
日
ま
日
ま

2323

㮇
日
ま
で
申
請
書
受
付

23

山陽小野田市

 

汚
水
圧
送
幹
線
貯
留
槽
設
置

南
部
4
号

　
万
３
６
８

３
６
８
ｔ
、
再

ｔ
、
再
生
　
万

1212

4141

７
４
９
６

７
４
９
６
ｔ
）
で

ｔ
）
で
０
・
４
％

減
、
山
口

減
、
山
口
が
　
万
９
２
９

９
２
９
ｔ

3131

（
新
規

（
新
規
６
万
４
２
１
１

４
２
１
１
ｔ
、

再
生
　
万
６
７
１
８

６
７
１
８
ｔ
）
ｔ
）
で

2424

４
・
８
％
減
。
こ
の
う
ち

％
減
。
こ
の
う
ち
、

新
規
合
材
が
プ
ラ
ス
に
転

新
規
合
材
が
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
の
は
、
山
口

た
の
は
、
山
口
（
　
・
９
％

3434

増
）
、
岡
山

増
）
、
岡
山
（
　
・
８
％
増
）

％
増
）
、

3333

島
根
島
根
（
　
・
０
％
増
）
と

％
増
）
と
な

2626

っ
て
い
る

っ
て
い
る
。

な
お

　
な
お
、　

月
単
月
の
製

月
単
月
の
製
造

1212

数
量
は
前
年
同
月
比

数
量
は
前
年
同
月
比
１
・
７

増
の
　
万
２
７
５
３

２
７
５
３
ｔ
（
ｔ
（
新

2121

規
３
万
２
１
１
０

２
１
１
０
ｔ
、
再

ｔ
、
再
生

　
万
６
４
３

６
４
３
ｔ
）
。
新
規

ｔ
）
。
新
規
合

1818材
は
　
・
３
％
減
少
し

％
減
少
し
た

1818

が
、
再
生
合
材
は

が
、
再
生
合
材
は
６
・
３
％

の
増
だ
っ
た

の
増
だ
っ
た
。

材
が
材
が
０
・
８
％
減
の

％
減
の
１
２
１
２
９

万
３
２
６
４

３
２
６
４
ｔ
を
示
し
た

ｔ
を
示
し
た
。

地
域
別
で
は
、
鳥
取

　
地
域
別
で
は
、
鳥
取
が
　1111

万
８
４
２
３

８
４
２
３
ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
９
２

７
９
７
９
ｔ
、
再

ｔ
、
再
生
　
万
９
１
４

９
１
４

1010

４
ｔ
）
ｔ
）
で
　
・
３
％
減
、

％
減
、
島

1717

根
が
　
万
３
８
３
４

３
８
３
４
ｔ
（
ｔ
（
新

2020

規
５
万
７
９
１
１

７
９
１
１
ｔ
、
再

ｔ
、
再
生

　
万
５
９
２
３

５
９
２
３
ｔ
）
ｔ
）
で
　
・

1414

1212

６
％
増
、
岡
山

％
増
、
岡
山
が
　
万
６
０
６
０

4343

９
０
９
０
ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
６
万
２
１
２
１
０

７
ｔ
、
再

ｔ
、
再
生
　
万
３
９
８

３
９
８
３

3737

ｔ
）
で

ｔ
）
で
６
・
９
％
増
、
広

％
増
、
広
島

が
　
万
７
８
６
４

７
８
６
４
ｔ
（
新

ｔ
（
新
規

5353

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
中

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
中
国

地
区
連
絡
協
議
会
は
、
中

地
区
連
絡
協
議
会
は
、
中
国

５
県
の
会
員
企
業
を
対
象

県
の
会
員
企
業
を
対
象
と

し
た
し
た
２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
第

年
度
第
３
四

半
期
（

半
期
（
４
～
　
月
）
ま
で

月
）
ま
で
の

1212

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
数

量
（
速
報
値
）
を
ま
と
め
た

量
（
速
報
値
）
を
ま
と
め
た
。

中
国
地
区
全
体
で
は

中
国
地
区
全
体
で
は
１
６
１
６
０

万
７
１
４
０

７
１
４
０
ｔ
を
製
造
し

ｔ
を
製
造
し
、

前
年
同
期
と
比
べ
る
と

前
年
同
期
と
比
べ
る
と
０
・

５
％
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た

％
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

製
造
数
量
の
内
訳
は
、

　
製
造
数
量
の
内
訳
は
、
新

規
合
材
が

規
合
材
が
６
・
５
％
増
％
増
の
　3131

万
３
８
７
６

３
８
７
６
ｔ
で
、
再
生

ｔ
で
、
再
生
合

 

前
年
同
期
比
㮇
％％％
増

0.50.5

4
～
ɹ
月
12

中連協

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
数
量

工
事
」
を
公
告
し
た
。
同

工
事
」
を
公
告
し
た
。
同
工

事
は
受
注
者
希
望
型
の
週

事
は
受
注
者
希
望
型
の
週
休

２
日
モ
デ
ル
工
事
。
申
請

日
モ
デ
ル
工
事
。
申
請
書

を
１
月
　
日
ま
で
、
入
札

日
ま
で
、
入
札
書

2929

は
２
月
５
日
、
日
、
６
日
で
受

日
で
受
け

付
け
、
開
札
は

付
け
、
開
札
は
２
月
７
日
。

参
加
資
格
＝
市
内
の
舗

　
参
加
資
格
＝
市
内
の
舗
装

工
事
認
定
業
者
で
、
直
近

工
事
認
定
業
者
で
、
直
近
の

経
営
事
項
審
査
の
舗
装
工

経
営
事
項
審
査
の
舗
装
工
事

の
総
合
評
定
値
が

の
総
合
評
定
値
が
８
０
０

８
０
０
以

上
、
年
間
平
均
完
成
工
事

上
、
年
間
平
均
完
成
工
事
高

が
３
０
０
０

３
０
０
０
万
円
以
上
―

万
円
以
上
―
な

ど
工
事
場
所
＝
国
分
寺
町

　
工
事
場
所
＝
国
分
寺
町
ほ

か
工
事
概
要
＝
舗
装
工

　
工
事
概
要
＝
舗
装
工
１
９

８
８
釈
、
区
画
線
工

、
区
画
線
工
１
０
１
０
３

４
ｍ
、
排
水
構
造
物

ｍ
、
排
水
構
造
物
工
　
ｍ
3232

工
期
＝

　
工
期
＝
３
月
　
日
2929

防
府
市

　
防
府
市
は
　
日
、
受
注

日
、
受
注
希

1818

望
型
指
名
競
争
入
札
で
「

望
型
指
名
競
争
入
札
で
「
市

道
前
小
路
天
神
山
線
外
舗

道
前
小
路
天
神
山
線
外
舗
装

田
病
院
（
光
市
虹
ヶ
浜
）

田
病
院
（
光
市
虹
ヶ
浜
）
の

改
築
で
は
、
今
ま
で
の
病

改
築
で
は
、
今
ま
で
の
病
院

の
概
念
を
変
え
よ
う
と
内

の
概
念
を
変
え
よ
う
と
内
・

外
装
に
木
材
を
ふ
ん
だ
ん

外
装
に
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
た
。
院
内
サ
イ

取
り
入
れ
た
。
院
内
サ
イ
ン

は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
原
研
哉
氏
が
担
当
。

ー
の
原
研
哉
氏
が
担
当
。
原

氏
は
清
潔
感
を
基
点
に
、

氏
は
清
潔
感
を
基
点
に
、
あ

え
て
汚
れ
や
す
い
白
い
布

え
て
汚
れ
や
す
い
白
い
布
を

用
い
て
、
着
脱
可
能
な
「

用
い
て
、
着
脱
可
能
な
「
洗

濯
で
き
る
サ
イ
ン
」
を
創
出

濯
で
き
る
サ
イ
ン
」
を
創
出
。

木
の
温
も
り
と
布
の
柔
ら

木
の
温
も
り
と
布
の
柔
ら
か

さ
と
清
潔
感
に
あ
ふ
れ
、

さ
と
清
潔
感
に
あ
ふ
れ
、
自

然
素
材
に
包
ま
れ
た
病
院

然
素
材
に
包
ま
れ
た
病
院
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

隈
氏
は
「
新
国
立
競
技

　
隈
氏
は
「
新
国
立
競
技
場

の
サ
イ
ン
も
原
氏
に
担
当

の
サ
イ
ン
も
原
氏
に
担
当
し

て
も
ら
っ
た
。
こ
の
梅
田
病

て
も
ら
っ
た
。
こ
の
梅
田
病
院

は
隈
・
原
コ
ン
ビ
の
原
点
で

は
隈
・
原
コ
ン
ビ
の
原
点
で
忘

れ
ら
れ
な
い
」と
語
っ
た

れ
ら
れ
な
い
」と
語
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
し
た
Ａ
Ｓ
Ｊ

　
オ
ー
プ
ン
し
た
Ａ
Ｓ
Ｊ
周

南
ス
タ
ジ
オ
徳
山
デ
ッ
キ

南
ス
タ
ジ
オ
徳
山
デ
ッ
キ
オ

フ
ィ
ス
で
は
、

フ
ィ
ス
で
は
、
３
月
末
ま

月
末
ま
で

隈
氏
が
こ
れ
ま
で
に
手
が

隈
氏
が
こ
れ
ま
で
に
手
が
け

た
作
品
の
模
型
な
ど
を
展

た
作
品
の
模
型
な
ど
を
展
示

し
た
「
隈
研
吾
展
」
を
開
催

し
た
「
隈
研
吾
展
」
を
開
催
。

入
場
は
無
料
。
要
予
約
。
火

入
場
は
無
料
。
要
予
約
。
火
・

水
は
休
み
。
問
い
合
わ
せ

水
は
休
み
。
問
い
合
わ
せ
・

予
約
は
（

予
約
は
（
０
１
２
０

０
１
２
０
）
１
９

―
３
１
５
９

３
１
５
９
ま
で
ま
で
。

ナ
を
経
た
今
、
世
界
中
で

ナ
を
経
た
今
、
世
界
中
で
高

密
化
か
ら
自
然
に
溶
け
込

密
化
か
ら
自
然
に
溶
け
込
め

る
生
活
が
再
注
目
さ
れ
は

る
生
活
が
再
注
目
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
。
日
本
の
地
方
は

め
て
い
る
。
日
本
の
地
方
は
、

自
然
と
一
体
と
な
っ
た
体

自
然
と
一
体
と
な
っ
た
体
に

も
心
に
も
気
持
ち
の
よ
い

も
心
に
も
気
持
ち
の
よ
い
生

活
を
送
る
の
に
願
っ
て
も

活
を
送
る
の
に
願
っ
て
も
な

い
場
所
だ
」と
述
べ
た

い
場
所
だ
」と
述
べ
た
。

ま
た
「
山
口
県
は
東
京

　
ま
た
「
山
口
県
は
東
京
に

次
い
で

次
い
で
２
番
目
に
仕
事
が

番
目
に
仕
事
が
多

く
、
縁
が
深
い
」
と
隈
氏

く
、
縁
が
深
い
」
と
隈
氏
。

県
内
で
手
が
け
た
多
く
の

県
内
で
手
が
け
た
多
く
の
建

築
物
を
ス
ラ
イ
ド
を
交
え

築
物
を
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て

紹
介
し
た

紹
介
し
た
。

近
年
で
は
、

　
近
年
で
は
、
２
０
１
８

２
０
１
８
年

の
西
日
本
豪
雨
で
被
災
し

の
西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
再

建
し
た
久
杉
橋
（
岩
国
市

建
し
た
久
杉
橋
（
岩
国
市
周

東
町
）
を
取
り
上
げ
、「
こ

東
町
）
を
取
り
上
げ
、「
こ
の

橋
は
世
界
中
か
ら
木
の
橋

橋
は
世
界
中
か
ら
木
の
橋
の

デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
さ
れ
る

デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
さ
れ
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
」と
説
明

っ
か
け
に
な
っ
た
」と
説
明
。

　
１
９
９
８

１
９
９
８
年
に
完
成
し

年
に
完
成
し
た

県
内
で
最
初
に
手
が
け
た

県
内
で
最
初
に
手
が
け
た
梅

集
落
、
町
、
都
市
へ
と
発
展

集
落
、
町
、
都
市
へ
と
発
展
し

人
の
集
中
が
進
ん
だ

人
の
集
中
が
進
ん
だ
。　

世
2020

紀
に
は
超
高
層
ビ
ル
が

紀
に
は
超
高
層
ビ
ル
が
建

ち
、
そ
の
集
中
は
極
端
に
な

ち
、
そ
の
集
中
は
極
端
に
な
っ

た
。し
か
し
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り

た
。し
か
し
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、

こ
の
状
態
が
人
に
と
っ
て
の

こ
の
状
態
が
人
に
と
っ
て
の
幸

せ
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る

せ
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。『
密
』
は
集
中

う
に
な
る
。『
密
』
は
集
中
の

極
地
で
あ
り
、
人
の
体
や

極
地
で
あ
り
、
人
の
体
や
精

神
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ

神
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
多
く
の
人
が
知
っ
た
。
コ

を
多
く
の
人
が
知
っ
た
。
コ
ロ

駅
前
複
合
施
設
「
徳
山
デ

駅
前
複
合
施
設
「
徳
山
デ
ッ

キ
」
に
隈
氏
が
設
計
プ
ロ

キ
」
に
隈
氏
が
設
計
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
た
『
Ａ
Ｓ
Ｊ
（

ュ
ー
ス
し
た
『
Ａ
Ｓ
Ｊ
（
ア

ー
キ
テ
ク
ツ
・
ス
タ
ジ
オ

ー
キ
テ
ク
ツ
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
）
周
南
ス
タ
ジ

ジ
ャ
パ
ン
）
周
南
ス
タ
ジ
オ

徳
山
デ
ッ
キ
オ
フ
ィ
ス
』

徳
山
デ
ッ
キ
オ
フ
ィ
ス
』
の

オ
ー
プ
ン
記
念
で
行
わ
れ

オ
ー
プ
ン
記
念
で
行
わ
れ
、

事
前
予
約
を
募
集
す
る
な

事
前
予
約
を
募
集
す
る
な
り

定
員
に
達
し
た

定
員
に
達
し
た
。

隈
氏
は
「
人
類
は
狩
猟

　
隈
氏
は
「
人
類
は
狩
猟
採

取
か
ら
農
耕
が
は
じ
ま
り

取
か
ら
農
耕
が
は
じ
ま
り
、

新
国
立
競
技
場
を
は

　
新
国
立
競
技
場
を
は
じ

め
、
木
材
な
ど
自
然
素
材

め
、
木
材
な
ど
自
然
素
材
を

活
か
し
た
多
く
の
デ
ザ
イ

活
か
し
た
多
く
の
デ
ザ
イ
ン

を
国
内
外
で
手
が
け
る
建

を
国
内
外
で
手
が
け
る
建
築

家
隈
研
吾
氏
の
講
演
会
「

家
隈
研
吾
氏
の
講
演
会
「
地

方
都
市
は
こ
う
し
て
よ
み

方
都
市
は
こ
う
し
て
よ
み
が

え
る
」

え
る
」
が
　
日
、
光
市
民

日
、
光
市
民
ホ

1414

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
時
盛
建
設
（
時

　
主
催
は
時
盛
建
設
（
時
盛

純
社
長
、
光
市
島
田

純
社
長
、
光
市
島
田
２
―
　2525

―
　
）
。
講
演
は
同
日
、
徳

）
。
講
演
は
同
日
、
徳
山

1212

スライドで説明する隈研吾氏

講演会のもよう

隈研吾展
予約コード

光
市
で
隈
研
吾
氏氏
の
講
演
会

国
立
競
技
場
の
原
点
が
県
内
に

４
０
３

４
０
３
人
を
派
遣
、
国
交

人
を
派
遣
、
国
交
省

全
体
で
は
延
べ

全
体
で
は
延
べ
６
０
９
５

６
０
９
５
人

が
早
期
復
旧
に
向
け
て
活

が
早
期
復
旧
に
向
け
て
活
動

し
て
い
る
。
今
回
、
派
遣
さ

し
て
い
る
。
今
回
、
派
遣
さ
れ

る
４
人
に
は
安
全
を
確
保

人
に
は
安
全
を
確
保
し

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

も
と
に
早
期
復
旧
の
支
援

も
と
に
早
期
復
旧
の
支
援
に

努
め
て
も
ら
い
た
い
。
こ

努
め
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の

経
験
は
必
ず
今
後
の
業
務

経
験
は
必
ず
今
後
の
業
務
に

つ
な
が
る
」
と
激
励
し
た

つ
な
が
る
」
と
激
励
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
和
歌
山

　
こ
れ
を
受
け
て
和
歌
山
台

風
、
九
州
災
害
、
広
島
土

風
、
九
州
災
害
、
広
島
土
砂

災
害
に
出
向
い
た
経
験
が

災
害
に
出
向
い
た
経
験
が
あ

る
竹
下
事
業
対
策
官
は
「

る
竹
下
事
業
対
策
官
は
「
ま

だ
余
震
が
続
い
て
い
る
と

だ
余
震
が
続
い
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
現
地
は
寒
く

い
て
い
る
。
現
地
は
寒
く
厳

し
い
環
境
で
あ
る
が
、
安

し
い
環
境
で
あ
る
が
、
安
全

対
策
、
健
康
管
理
に
も
気

対
策
、
健
康
管
理
に
も
気
を

付
け
、
一
日
で
も
早
く
復

付
け
、
一
日
で
も
早
く
復
旧

復
興
で
き
る
よ
う
活
動
し

復
興
で
き
る
よ
う
活
動
し
た

い
。
ま
た
、
活
動
し
て
行

い
。
ま
た
、
活
動
し
て
行
く

中
で
、
被
災
自
治
体
と
緊

中
で
、
被
災
自
治
体
と
緊
密

に
連
携
し
、
か
つ
被
災
者

に
連
携
し
、
か
つ
被
災
者
の

声
も
し
っ
か
り
聞
い
て
対

声
も
し
っ
か
り
聞
い
て
対
策

本
部
や
中
央
に
あ
げ
な

本
部
や
中
央
に
あ
げ
な
が

ら
、
全
力
で
支
援
活
動
を

ら
、
全
力
で
支
援
活
動
を
実

施
し
て
い
く
」
と
決
意
を

施
し
て
い
く
」
と
決
意
を
表

明
し
た

明
し
た
。

調
査
し
、
早
期
復
旧
に
向

調
査
し
、
早
期
復
旧
に
向
け

た
活
動

た
活
動
を
　
日
ま
で
行
う

日
ま
で
行
う
。

2424

同
日
午

　
同
日
午
前
　
時
か
ら
萩

時
か
ら
萩
市

1010

江
向
の
同
事
務
所
玄
関
前

江
向
の
同
事
務
所
玄
関
前
で

出
発
式
を
開
催
。
隊
員
に

出
発
式
を
開
催
。
隊
員
に
対

し
て
、
石
川
所
長
は
「
中
国

し
て
、
石
川
所
長
は
「
中
国
地

方
整
備
局
か
ら
は
発
生
後

方
整
備
局
か
ら
は
発
生
後
、

４
日
に
は
給
水
機
能
付
き

日
に
は
給
水
機
能
付
き
散

水
車
、
そ
の
後
、
被
災
状
況

水
車
、
そ
の
後
、
被
災
状
況
調

査
な
ど

査
な
ど
、　

日
現
在
で
延

日
現
在
で
延
べ

1515

竹
下
和
幸
事
業
対
策
官
、

竹
下
和
幸
事
業
対
策
官
、
計

画
課
の
福
島
智
治
専
門
調

画
課
の
福
島
智
治
専
門
調
査

官
、
工
務
課
の
重
谷
隆
太

官
、
工
務
課
の
重
谷
隆
太
技

官
、
用
地
課
の
山
根
伸
哉

官
、
用
地
課
の
山
根
伸
哉
係

長
（
ロ
ジ
職
員
）
の
計

長
（
ロ
ジ
職
員
）
の
計
４
人
。

４
人
は
新
山
口
駅
か
ら
新

人
は
新
山
口
駅
か
ら
新
大

阪
駅
経
由
で
同
日
夕
刻
に

阪
駅
経
由
で
同
日
夕
刻
に
は

金
沢
に
入
り

金
沢
に
入
り
、　

日
か
ら
本

日
か
ら
本

1717

格
的
に
能
登
町
で
道
路
の

格
的
に
能
登
町
で
道
路
の
被

災
箇
所
・
被
災
状
況
な
ど

災
箇
所
・
被
災
状
況
な
ど
を

中
国
地
方
整
備
局
山
陰

　
中
国
地
方
整
備
局
山
陰
西

部
国
道
事
務
所
（
石
川
真

部
国
道
事
務
所
（
石
川
真
義

所
長
）

所
長
）
は
　
日
、
日
、
１
月
１
日

1616

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

の
早
期
復
旧
支
援
を
行
う

の
早
期
復
旧
支
援
を
行
う
た

め
、
同
事
務
所
か
ら
初
め

め
、
同
事
務
所
か
ら
初
め
て

国
土
交
通
省
緊
急
災
害
対

国
土
交
通
省
緊
急
災
害
対
策

派
遣
隊
（
テ
ッ
ク
・
フ
ォ

派
遣
隊
（
テ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ス
）
に

ス
）
に
４
人
を
派
遣
し
た

人
を
派
遣
し
た
。

派
遣
さ
れ
る
の
は
隊
長

　
派
遣
さ
れ
る
の
は
隊
長
の

派遣される４人

隊員に激励の言葉を述べる石川所長
（左から２人目）

山陰西部国道

能
登
半
島
地
震
復
旧
に
向
け

テ
ッ
ク
・フ
ォ
ー
ス
へ
4
人
を
派
遣

浅
口
市
は
、
ナ
ン
バ
ホ

　
浅
口
市
は
、
ナ
ン
バ
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
（
津
山
市
材

ム
セ
ン
タ
ー
（
津
山
市
材
木

町
、
難
波
賢
治
社
長
）

町
、
難
波
賢
治
社
長
）
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
た
。
締
結
日
は
今

し
た
。
締
結
日
は
今
月
　
日
1212

付
。協

定
で
は
、
市
内
で
地

　
協
定
で
は
、
市
内
で
地
震

や
風
水
害
な
ど
の
災
害
が

や
風
水
害
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
ま
た
は
、
発

生
し
た
場
合
ま
た
は
、
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
災
害
時
の
対
応
や

い
て
、
災
害
時
の
対
応
や
避

難
所
等
で
必
要
と
な
る
物

難
所
等
で
必
要
と
な
る
物
資

を
優
先
的
に
供
給
す
る
内

を
優
先
的
に
供
給
す
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
同
社
が

と
な
っ
て
お
り
、
同
社
が
取

り
組
む
「
防
災
・
防
犯

り
組
む
「
防
災
・
防
犯
協

力
」
の
一
環
。
締
結
式
は

力
」
の
一
環
。
締
結
式
は
行

わ
ず
、
同
日
付
で
書
面
の

わ
ず
、
同
日
付
で
書
面
の
み

で
協
定
を
交
わ
し
て
い
る

で
協
定
を
交
わ
し
て
い
る
。

ナ
ン
バ
と
災
害

時
協
定
締
結

浅

口

市

請
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
構
成
員
と

請
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
構
成
員
と
し

て
の
実
績
が
あ
る
―
な

て
の
実
績
が
あ
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
大
田
市
仁

　
工
事
場
所
＝
大
田
市
仁
摩

町
仁
万
地

町
仁
万
地
内

工
事
概
要
＝
管
理
特
別

　
工
事
概
要
＝
管
理
特
別
教

室
棟
Ｒ
Ｃ
造

室
棟
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
延

階
建
延
２
７

７
２
釈
の
外
壁
改
修
及
び

の
外
壁
改
修
及
び
屋

上
防
水
に
係
る
建
築
工
事

上
防
水
に
係
る
建
築
工
事
一

式
、
渡
り
廊
下
Ｒ
Ｃ
造

式
、
渡
り
廊
下
Ｒ
Ｃ
造
２
階

建
延
　
釈
の
電
気
設
備
改

の
電
気
設
備
改
修

3838

に
係
る
電
気
設
備
工
事
一

に
係
る
電
気
設
備
工
事
一
式

工
期

　
工
期
＝
　
月
　
日

1010

3131

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
１
億
　
万
５

7878

０
０
０

０
０
０
円

等
級
。
県
央
県
土
整
備
事

等
級
。
県
央
県
土
整
備
事
務

所
、
浜
田
県
土
整
備
事
務
所

所
、
浜
田
県
土
整
備
事
務
所
、

益
田
県
土
整
備
事
務
所
管

益
田
県
土
整
備
事
務
所
管
内

に
主
た
る
営
業
所
を
有
し

に
主
た
る
営
業
所
を
有
し
、

２
０
０
８

２
０
０
８
年
度
以
降
に

年
度
以
降
に
公

共
・
民
間
を
問
わ
ず

共
・
民
間
を
問
わ
ず
１
契
約

税
込
最
終
金
額

税
込
最
終
金
額
５
５
０
０

５
５
０
０
万

円
以
上
の
非
木
造
の
建
築

円
以
上
の
非
木
造
の
建
築
物

に
係
る
建
築
一
式
工
事
で

に
係
る
建
築
一
式
工
事
で
元

月
　
日
ま
で
受
け
付
け

日
ま
で
受
け
付
け
、　

1313

2121

日
に
開
札
を
行
う
。
問
い

日
に
開
札
を
行
う
。
問
い
合

わ
せ
は
、
総
務
部
営
繕
課

わ
せ
は
、
総
務
部
営
繕
課
企

画
係
（
電
話

画
係
（
電
話
０
８
５
２

０
８
５
２
―
２

２
―
５
２
２
３

５
２
２
３
）
ま
で
。

）
ま
で
。
な

お
、
同
工
事
は
資
材
価
格

お
、
同
工
事
は
資
材
価
格
高

騰
に
対
す
る
特
例
措
置
対

騰
に
対
す
る
特
例
措
置
対
象

工
事
と
な
っ
て
い
る

工
事
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
資
格
＝
建
築
一
式

　
参
加
資
格
＝
建
築
一
式
Ａ

島
根
県

　
島
根
県
は
　
日
、
総
合

日
、
総
合
評

1818

価
（
特
別
簡
易
型
）
対
象

価
（
特
別
簡
易
型
）
対
象
で

簡
易
型
一
般
競
争
入
札

簡
易
型
一
般
競
争
入
札
の

「
邇
摩
高
等
学
校
長
寿
命

「
邇
摩
高
等
学
校
長
寿
命
化

（
管
理
特
別
教
室
棟
外
壁

（
管
理
特
別
教
室
棟
外
壁
改

修
外
）
工
事
」
を
公
告
し
た

修
外
）
工
事
」
を
公
告
し
た
。

資
格
確
認
資
料
、
技
術
資
料

資
格
確
認
資
料
、
技
術
資
料
、

入
札
書
な
ど
必
要
書
類
を

入
札
書
な
ど
必
要
書
類
を
２

島根県

必
要
書
類
2
月
㮇
日
ま
で

13

邇
摩
高
管
理
特
別
教
室
棟
外
壁
改
修
外

図
、
鉄
筋
施
工
図
に
よ
る

図
、
鉄
筋
施
工
図
に
よ
る
鉄

筋
組
み
立
て
、
鉄
筋
工
事

筋
組
み
立
て
、
鉄
筋
工
事
の

良
否
判
定
、
積
算
な
ど
の

良
否
判
定
、
積
算
な
ど
の
組

み
立
て
作
業
に
関
す
る

み
立
て
作
業
に
関
す
る
技

能
、
知
識
と
建
築
構
造
、

能
、
知
識
と
建
築
構
造
、
施

工
法
、
材
料
、
建
築
設
計
図

工
法
、
材
料
、
建
築
設
計
図
、

関
係
法
規
、
安
全
衛
生
な

関
係
法
規
、
安
全
衛
生
な
ど

に
関
す
る
知
識
が
問
わ

に
関
す
る
知
識
が
問
わ
れ

る
。
　
１
級
は
複
雑
な
鉄
筋
の

級
は
複
雑
な
鉄
筋
の
組

み
立
て
、

み
立
て
、
２
級
は
一
般
的

級
は
一
般
的
な

鉄
筋
の
組
み
立
て
が
で
き

鉄
筋
の
組
み
立
て
が
で
き
る

レ
ベ
ル
。
ま
た
主
な
受
験

レ
ベ
ル
。
ま
た
主
な
受
験
資

格
は
、

格
は
、
２
級
は
実
務
経
験

級
は
実
務
経
験
の

み
の
場
合
は

み
の
場
合
は
２
年
、
年
、
１
級
は

実
務
経
験
の
み
の
場
合

実
務
経
験
の
み
の
場
合
７

年
、
年
、
２
級
合
格
後

級
合
格
後
２
年
と
年
と
な

っ
て
お
り
、
職
業
訓
練
歴

っ
て
お
り
、
職
業
訓
練
歴
や

学
歴
な
ど
に
よ
り
短
縮
さ

学
歴
な
ど
に
よ
り
短
縮
さ
れ

る
場
合
が
あ
る

る
場
合
が
あ
る
。

技
能
士
会
で
は
「
帯
筋

　
技
能
士
会
で
は
「
帯
筋
や

あ
ば
ら
筋
の
コ
ー
ナ
ー
部

あ
ば
ら
筋
の
コ
ー
ナ
ー
部
の

結
束
は
両
だ
す
き
掛
け
と

結
束
は
両
だ
す
き
掛
け
と
な

っ
て
い
る
。
普
段
の
現
場

っ
て
い
る
。
普
段
の
現
場
で

は
両
だ
す
き
掛
け
は
行
わ

は
両
だ
す
き
掛
け
は
行
わ
な

い
た
め
に
注
意
が
必
要
。

い
た
め
に
注
意
が
必
要
。
今

回
、
回
、
２
級
に
は

級
に
は
３
人
が
受

人
が
受
講

し
て
い
る
が
、
若
い
人
材

し
て
い
る
が
、
若
い
人
材
が

入
職
し
た
と
も
言
え
る
。

入
職
し
た
と
も
言
え
る
。
組

み
立
て
作
業
に
合
格
し
た

み
立
て
作
業
に
合
格
し
た
後

は
、
施
工
図
作
成
作
業
に

は
、
施
工
図
作
成
作
業
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た

い
」
と
話
し
た
。

鉄
筋
は
、
引
っ
張
り
に

　
鉄
筋
は
、
引
っ
張
り
に
強

く
て
曲
が
り
や
熱
に
弱
い

く
て
曲
が
り
や
熱
に
弱
い
棒

状
の
鋼
材
。
コ
ン
ク
リ
ー

状
の
鋼
材
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

中
に
埋
め
込
む
こ
と
で
両

中
に
埋
め
込
む
こ
と
で
両
者

の
長
所
を
生
か
し
欠
点
を

の
長
所
を
生
か
し
欠
点
を
補

う
構
造
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク

う
構
造
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
と
呼
ば
れ
、
一

ー
ト
構
造
と
呼
ば
れ
、
一
般

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
試

験
で
は
、
鉄
筋
組
み
立
て

験
で
は
、
鉄
筋
組
み
立
て
を

行
う
の
に
必
要
な
技
能
と

行
う
の
に
必
要
な
技
能
と
知

識
を
対
象
に
、
鉄
筋
組
み

識
を
対
象
に
、
鉄
筋
組
み
立

て
の
段
取
り
や
鉄
筋
・
鉄

て
の
段
取
り
や
鉄
筋
・
鉄
筋

加
工
材
の
選
定
、
構
造
詳

加
工
材
の
選
定
、
構
造
詳
細

学
科
試
験
は

　
学
科
試
験
は
２
月
４
日
に

行
わ
れ
、
施
工
や
加
工
方
法

行
わ
れ
、
施
工
や
加
工
方
法
、

材
料
、
建
築
構
造
、
設
計
図

材
料
、
建
築
構
造
、
設
計
図
、

関
係
法
規
、
安
全
衛
生
な

関
係
法
規
、
安
全
衛
生
な
ど

に
関
し
て
真
偽
式
と
多
肢

に
関
し
て
真
偽
式
と
多
肢
択

一
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ

一
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
　
問
2525

ず
つ
出
題
さ
れ
る
。
合
格

ず
つ
出
題
さ
れ
る
。
合
格
基

準
は
準
は
１
０
０

１
０
０
点
を
満
点

点
を
満
点
と

し
、
実
技
試
験

し
、
実
技
試
験
は
　
点
以
上
、

点
以
上
、

6060

学
科
学
科
は
　
点
以
上
で
、
両

点
以
上
で
、
両
方

6565

の
試
験
に
合
格
す
る
必
要

の
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が

あ
る
。
合
格
発
表
は

あ
る
。
合
格
発
表
は
３
月
８

日
に
行
わ
れ
る

日
に
行
わ
れ
る
。

ン
タ
ー
部
に
印
を
付
け
る

ン
タ
ー
部
に
印
を
付
け
る
こ

と
。
角
だ
け
だ
と
そ
の
部

と
。
角
だ
け
だ
と
そ
の
部
分

だ
け
を
見
て
直
す
こ
と
に

だ
け
を
見
て
直
す
こ
と
に
な

り
、
他
の
部
分
が
ず
れ
て

り
、
他
の
部
分
が
ず
れ
て
も

気
付
き
に
く
い
。
ス
ペ
ン

気
付
き
に
く
い
。
ス
ペ
ン
サ

ー
は
、
地
面
に
固
定
さ
れ

ー
は
、
地
面
に
固
定
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
の
で
動

い
る
訳
で
は
な
い
の
で
動
か

な
い
よ
う
に
結
束
し
た
方

な
い
よ
う
に
結
束
し
た
方
が

良
い
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
筋

良
い
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
筋
は

極
力
踏
ま
ず
鉄
筋
の
隙
間

極
力
踏
ま
ず
鉄
筋
の
隙
間
に

足
を
入
れ
る
こ
と
。
建
物

足
を
入
れ
る
こ
と
。
建
物
内

の
遠
く
の
柱
や
窓
枠
な
ど

の
遠
く
の
柱
や
窓
枠
な
ど
を

参
考
に
、
柱
筋
が
垂
直
に

参
考
に
、
柱
筋
が
垂
直
に
施

工
で
き
て
い
る
か
を
確
認

工
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
時

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
時
、

ア
ン
カ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
部

ア
ン
カ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
部
は

放
射
状
、
中
央
部
は
ベ
ー

放
射
状
、
中
央
部
は
ベ
ー
ス

筋
と
平
行
に
組
む
こ
と
。

筋
と
平
行
に
組
む
こ
と
。
結

束
箇
所
や
使
用
材
料
に
誤

束
箇
所
や
使
用
材
料
に
誤
り

や
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
な

や
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
な
い

か
の
チ
ェ
ッ
ク
は
怠
ら
な

か
の
チ
ェ
ッ
ク
は
怠
ら
な
い

こ
と
」
な
ど
、
参
加
者
に

こ
と
」
な
ど
、
参
加
者
に
検

定
試
験
に
向
け
た
コ
ツ
や

定
試
験
に
向
け
た
コ
ツ
や
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
伝
授
し
た

イ
ン
ト
な
ど
を
伝
授
し
た
。

実
技
試
験
で
は
、

　
実
技
試
験
で
は
、
１
級
は

１
時
間
　
分
（
打
ち
切
り

分
（
打
ち
切
り
時

4040

間
２
時
間
　
分
）
、

分
）
、
２
級
は
級
は
１

1010

時
間
　
分
（
打
ち
切
り
時

分
（
打
ち
切
り
時
間

2020

１
時
間
　
分
）
で
曲
げ
加

分
）
で
曲
げ
加
工

4040

し
た
鉄
筋
を
使
用
し
て
図

し
た
鉄
筋
を
使
用
し
て
図
面

や
仕
様
に
従
い
基
礎
や
柱

や
仕
様
に
従
い
基
礎
や
柱
、

は
り
の
取
合
部
の
鉄
筋
の

は
り
の
取
合
部
の
鉄
筋
の
組

み
立
て
を
行
う

み
立
て
を
行
う
。

山
口
県
鉄
筋
技
能
士

　
山
口
県
鉄
筋
技
能
士
会

（
手
島
健
一
会
長
）

（
手
島
健
一
会
長
）
は
　
日
と
日
と

1616

　
日
の
両
日
、
下
関
市
の

日
の
両
日
、
下
関
市
の
県

1717立
西
部
高
等
産
業
技
術
学

立
西
部
高
等
産
業
技
術
学
校

で
「
鉄
筋
施
工
（
鉄
筋
組

で
「
鉄
筋
施
工
（
鉄
筋
組
立

て
作
業
）
技
能
検
定
実
技

て
作
業
）
技
能
検
定
実
技
試

験
」
に
向
け
た
事
前
講
習

験
」
に
向
け
た
事
前
講
習
会

を
開
催
。

を
開
催
。
１
級
受
験
予
定

級
受
験
予
定
者

４
人
と
人
と
２
級
受
験
予
定
者

級
受
験
予
定
者
３

人
が
受
講
し
、
注
意
点
や

人
が
受
講
し
、
注
意
点
や
作

業
手
順
な
ど
を
解
説
し
た

業
手
順
な
ど
を
解
説
し
た
。

講
習
会
で
は
、
松
原
豊

　
講
習
会
で
は
、
松
原
豊
一

副
会
長
（
宮
本
工
業
）
と

副
会
長
（
宮
本
工
業
）
と
濵

野
誠
氏
（
同
）
が
イ
ン
ス

野
誠
氏
（
同
）
が
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
務
め
、「
ベ
ー

ラ
ク
タ
ー
を
務
め
、「
ベ
ー
ス

筋
を
組
み
立
て
る
時
は
、

筋
を
組
み
立
て
る
時
は
、
セ

山口県鉄筋技能士会

注意点や作業手順など解説
技能検定事前講習会開催

国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路
部
会
が
開
か
れ
、
高
速

　
国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路
部
会
が
開
か
れ
、
高
速
道

路
会
社

路
会
社
５
社
が
更
新
計
画
を
報
告
し
た
。

社
が
更
新
計
画
を
報
告
し
た
。
２
０
２
３

２
０
２
３
年
２
月
の
部
会
に
示
し
た
更
新
計
画
の

月
の
部
会
に
示
し
た
更
新
計
画
の
概

略
か
ら
、
さ
ら
に
詳
細
な
対
策
内
容
を
検
討
し
反
映
し
た
。

略
か
ら
、
さ
ら
に
詳
細
な
対
策
内
容
を
検
討
し
反
映
し
た
。
５
社
合
計
の
事
業
費
は

社
合
計
の
事
業
費
は
１
兆
５
２
５
２
２

９
億
円
億
円
。　

年
度
内
に
国
土
交
通
大
臣
が
計
画
の
更
新
事
業
を
許
可
し

年
度
内
に
国
土
交
通
大
臣
が
計
画
の
更
新
事
業
を
許
可
し
、　

年
度
か
ら
事
業
に
着

年
度
か
ら
事
業
に
着

2323

2424

手
す
る

手
す
る
。

首
都
高
速
道
路
、
阪
神

　
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高

速
道
路
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

速
道
路
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

が
更
新
計
画
を
報
告
し
た

が
更
新
計
画
を
報
告
し
た
。

　
年
度
に
始
ま
っ
た

年
度
に
始
ま
っ
た
５
年
に

1414１
度
の
法
定
点
検
で
判
明

度
の
法
定
点
検
で
判
明
し

た
更
新
が
必
要
な
箇
所
を

た
更
新
が
必
要
な
箇
所
を
ま

と
め
た

と
め
た
。

各
社
の
更
新
計
画
を
見

　
各
社
の
更
新
計
画
を
見
る

と
、
首
都
高
は
更
新
延
長

と
、
首
都
高
は
更
新
延
長
が

　
・
６
㎞
で
事
業
費
が

㎞
で
事
業
費
が
３
０

2121５
６
５
６
億
円
。
高
速

億
円
。
高
速
１
号
羽
号
羽
田

線
羽
田
ト
ン
ネ
ル
に

線
羽
田
ト
ン
ネ
ル
に
７
５
７
５
５

億
円
を
投
じ
、
中
床
版
の

億
円
を
投
じ
、
中
床
版
の
取

り
替
え
な
ど
の
対
策
を
実

り
替
え
な
ど
の
対
策
を
実
施

す
る
。
高
速
湾
岸
線
や
荒

す
る
。
高
速
湾
岸
線
や
荒
川

湾
岸
線
な
ど
の
橋
梁
に
は

湾
岸
線
な
ど
の
橋
梁
に
は
２

３
０
１

３
０
１
億
円
を
充
て
、
コ

億
円
を
充
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
や
支
承
部

ク
リ
ー
ト
床
版
や
支
承
部
の

対
策
を
進
め
る
。
事
業
移

対
策
を
進
め
る
。
事
業
移
管

は
羽
田
ト
ン
ネ
ル

は
羽
田
ト
ン
ネ
ル
が
　
年
度
年
度

3838

ま
で
、
橋
梁

ま
で
、
橋
梁
が
　
年
度
ま
で

年
度
ま
で

3535

を
予
定
す
る

を
予
定
す
る
。

阪
神
高
速
の
更
新
延
長

　
阪
神
高
速
の
更
新
延
長
は

　
・
４
㎞
、
事
業
費
は

㎞
、
事
業
費
は
２
１

2222６
９
６
９
億
円
億
円
。　

号
新
神
戸

号
新
神
戸
ト

3232

ン
ネ
ル
の
更
新
に

ン
ネ
ル
の
更
新
に
６
８
９

６
８
９
億

円
を
措
置
し
、
路
盤
の
高

円
を
措
置
し
、
路
盤
の
高
耐

久
化
や
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー

久
化
や
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
修
繕
に
取
り
組
む
。

の
修
繕
に
取
り
組
む
。
３
号

神
戸
線
や

神
戸
線
や
５
号
湾
岸
線
な

号
湾
岸
線
な
ど

の
橋
梁
更
新
は

の
橋
梁
更
新
は
１
４
８
０

１
４
８
０
億

円
で
、
鋼
床
版
の
剛
性
の

円
で
、
鋼
床
版
の
剛
性
の
向

上
を
図
る
。
事
業
期
間
は

上
を
図
る
。
事
業
期
間
は
新

神
戸
ト
ン
ネ
ル

神
戸
ト
ン
ネ
ル
が
　
年
度
ま

年
度
ま

3636

で
、
橋
梁

で
、
橋
梁
が
　
年
度
ま
で

年
度
ま
で
と

3333

な
る
な
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
の
更

社
の
更
新

延
長
は

延
長
は
５
１
２

５
１
２
㎞
で
事
業

㎞
で
事
業
費

は
１
兆
４
億
円
。
橋
梁
更

億
円
。
橋
梁
更
新

の
う
ち
、
桁
の
架
替
や
充

の
う
ち
、
桁
の
架
替
や
充
填

材
の
再
注
入
は

材
の
再
注
入
は
２
５
１
５

２
５
１
５
億

円
、
床
版
取
り
替
え
は

円
、
床
版
取
り
替
え
は
４
４

６
４
６
４
億
円
。
土
工
舗
装
は

億
円
。
土
工
舗
装
は
舗

装
路
盤
部
の
高
耐
久
化
が

装
路
盤
部
の
高
耐
久
化
が
２

４
３
０

４
３
０
億
円
、
切
り
土
区

億
円
、
切
り
土
区
間

の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
化

と
押
え
盛
り
土
が

と
押
え
盛
り
土
が
２
０
０

２
０
０
億

円
、
盛
り
土
材
の
置
換
が

円
、
盛
り
土
材
の
置
換
が
３

９
６
９
６
億
円
。
い
ず
れ
も
事

億
円
。
い
ず
れ
も
事
業

開
始
か

開
始
か
ら
　
年
で
の
完
了

年
で
の
完
了
を

1515

目
指
す

目
指
す
。

各
社
と
も
更
新
事
業
の

　
各
社
と
も
更
新
事
業
の
実

施
に
当
た
り
、
維
持
管
理

施
に
当
た
り
、
維
持
管
理
性

の
向
上
や
コ
ス
ト
縮
減
、

の
向
上
や
コ
ス
ト
縮
減
、
新

技
術
の
活
用
な
ど
に
取
り

技
術
の
活
用
な
ど
に
取
り
組

む
。
今
後
の
法
定
点
検
で

む
。
今
後
の
法
定
点
検
で
更

新
の
必
要
性
が
明
ら
か
と

新
の
必
要
性
が
明
ら
か
と
な

っ
た
箇
所
は
事
業
の
追
加

っ
た
箇
所
は
事
業
の
追
加
を

検
討
す
る

検
討
す
る
。

更
新
計
画
の
概
略
段
階

　
更
新
計
画
の
概
略
段
階
で

は
、
首
都
高
の
更
新
延
長

は
、
首
都
高
の
更
新
延
長
は

約
　
灼
で
事
業
費
は
約

で
事
業
費
は
約
３
０

2222
０
０
０
０
億
円
、
阪
神
高
速
の

億
円
、
阪
神
高
速
の
更

新
延
長
は

新
延
長
は
約
　
灼
で
事
業
費

で
事
業
費

2222

は
約
は
約
２
０
０
０

２
０
０
０
億
円
、
Ｎ

億
円
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
の
更
新
延
長

社
の
更
新
延
長
は

約
５
０
５
０
０
灼
で
事
業
費
は

で
事
業
費
は
約

１
兆
円
と
な
っ
て
い
た

兆
円
と
な
っ
て
い
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
の
江
良
和
徳
技

ン
ス
協
会
の
江
良
和
徳
技
術

委
員
長
ら
に
よ
る
「
Ｒ
Ｃ

委
員
長
ら
に
よ
る
「
Ｒ
Ｃ
構

造
物
の
延
命
化
技
術
研

造
物
の
延
命
化
技
術
研
究

（
Ｍ
）
協
議
会
」
で
は
、
「

（
Ｍ
）
協
議
会
」
で
は
、
「
小

規
模
橋
梁
の
簡
易
点
検
要

規
模
橋
梁
の
簡
易
点
検
要
領

（
案
）
」
を
活
用
し
た
社
会

（
案
）
」
を
活
用
し
た
社
会
実

装
２
件
の
結
果
が
報
告

件
の
結
果
が
報
告
さ

れ
、
今
後
は
再
劣
化
事
例

れ
、
今
後
は
再
劣
化
事
例
の

点
検
、
診
断
、
補
修
に
も

点
検
、
診
断
、
補
修
に
も
取

り
組
む
と
し
た
。
ま
た
、

り
組
む
と
し
た
。
ま
た
、
予

防
保
全
を
目
的
に
現
在
作

防
保
全
を
目
的
に
現
在
作
成

中
の
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

中
の
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
梁
の
点
検
要
領
」
の
素

橋
梁
の
点
検
要
領
」
の
素
案

に
関
す
る
意
見
交
換
も
な

に
関
す
る
意
見
交
換
も
な
さ

れ
た
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
一
宮
教
授

　
こ
の
ほ
か
、
一
宮
教
授
の

特
別
講
演
「
セ
メ
ン
ト
を

特
別
講
演
「
セ
メ
ン
ト
を
使

用
し
な
い
低
炭
素
型
コ
ン

用
し
な
い
低
炭
素
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
開
発
の
現
状
」

リ
ー
ト
開
発
の
現
状
」
で

は
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
の
著

は
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
の
著
書

を
引
用
し
つ
つ
、
地
球
温

を
引
用
し
つ
つ
、
地
球
温
暖

化
に
対
す
る
今
後
の
コ
ン

化
に
対
す
る
今
後
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
在
り
方
に
つ
い

リ
ー
ト
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
熱
弁
が
ふ
る
わ
れ
、
ジ

の
熱
弁
が
ふ
る
わ
れ
、
ジ
オ

ポ
リ
マ
ー
を
含
む
ア
ル
カ

ポ
リ
マ
ー
を
含
む
ア
ル
カ
リ

活
性
材
料
を
中
心
と
し
た

活
性
材
料
を
中
心
と
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
作
り
方
や

ン
ク
リ
ー
ト
の
作
り
方
や
品

質
等
を
説
明
。
社
会
実
装

質
等
を
説
明
。
社
会
実
装
に

向
け
て
努
力
が
必
要
で
あ

向
け
て
努
力
が
必
要
で
あ
る

こ
と
も
強
調
し
た

こ
と
も
強
調
し
た
。

広
島
工
業
大
学
の
坂
本

　
広
島
工
業
大
学
の
坂
本
英

輔
教
授
が
主
査
を
担
当
す

輔
教
授
が
主
査
を
担
当
す
る

「
脱
炭
素
コ
ン
ク
リ
ー
ト

「
脱
炭
素
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技

術
研
究
（
Ｓ
）
協
議
会
」

術
研
究
（
Ｓ
）
協
議
会
」
で

は
、
大
林
組
の
協
力
で
実

は
、
大
林
組
の
協
力
で
実
現

し
た
同
社
技
術
研
究
所
の

し
た
同
社
技
術
研
究
所
の
見

学
会
の
内
容
が
紹
介
さ
れ

学
会
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た

ほ
か
、
脱
炭
素
の
た
め
の

ほ
か
、
脱
炭
素
の
た
め
の
実

験
結
果
、
今
後
の
計
画
な

験
結
果
、
今
後
の
計
画
な
ど

が
報
告
さ
れ
、
参
加
し
た

が
報
告
さ
れ
、
参
加
し
た
砂

田
栄
治
氏
（
ま
る
せ
）
か

田
栄
治
氏
（
ま
る
せ
）
か
ら

は
、
「
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

は
、
「
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を

混
合
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｉ
Ｓ

混
合
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｉ
Ｓ
生

コ
ン
の
改
正
で
使
い
や
す

コ
ン
の
改
正
で
使
い
や
す
く

な
る
」
と
の
情
報
提
供
も

な
る
」
と
の
情
報
提
供
も
あ

っ
た
っ
た
。

各
協
議
会
の
議
論
の

　
各
協
議
会
の
議
論
の
う

ち
、
広
島
工
業
大
学
の
竹

ち
、
広
島
工
業
大
学
の
竹
田

宣
典
教
授
が
中
心
と
な
っ

宣
典
教
授
が
中
心
と
な
っ
て

進
め
て
い
る
「
初
期
ひ
び

進
め
て
い
る
「
初
期
ひ
び
割

れ
抑
制
技
術
研
究
（
Ｃ
）

れ
抑
制
技
術
研
究
（
Ｃ
）
協

議
会
」
で
は
、
体
調
不
良

議
会
」
で
は
、
体
調
不
良
で

欠
席
し
た
竹
田
教
授
の
代

欠
席
し
た
竹
田
教
授
の
代
役

を
十
河
代
表
が
務
め
、
初

を
十
河
代
表
が
務
め
、
初
期

ひ
び
割
れ
の
発
生
メ
カ
ニ

ひ
び
割
れ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
乾
燥
収
縮
と
ひ
び
割

ム
や
乾
燥
収
縮
と
ひ
び
割
れ

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
も

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
試
験
方
法
の
あ
り
方

に
、
試
験
方
法
の
あ
り
方
や

化
学
混
和
剤
の
使
用
に
つ

化
学
混
和
剤
の
使
用
に
つ
い

て
議
論
。
今
回
の
内
容
を

て
議
論
。
今
回
の
内
容
を
も

と
に
、
次
回
協
議
会
で
さ

と
に
、
次
回
協
議
会
で
さ
ら

な
る
検
討
を
行
う
と
し
た

な
る
検
討
を
行
う
と
し
た
。

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
の

今
年
度
第

今
年
度
第
３
回
目
と
な
る

回
目
と
な
る
テ

ー
マ
別
協
議
会

ー
マ
別
協
議
会
が
　
日
、
広

日
、
広

1616

島
市
中
区
で
開
か
れ
、

島
市
中
区
で
開
か
れ
、
３
つ

の
協
議
会
別
に
そ
れ
ぞ

の
協
議
会
別
に
そ
れ
ぞ
れ
　2020

人
前
後
が
対
面
・
オ
ン
ラ

人
前
後
が
対
面
・
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
。
業
種
間
の
垣

ン
で
参
加
。
業
種
間
の
垣
根

を
越
え
、
維
持
管
理
の
最

を
越
え
、
維
持
管
理
の
最
適

化
に
向
け
た
議
論
を
さ
ら

化
に
向
け
た
議
論
を
さ
ら
に

深
め
た
ほ
か
、
大
分
工
業

深
め
た
ほ
か
、
大
分
工
業
高

等
専
門
学
校
の
一
宮
一
夫

等
専
門
学
校
の
一
宮
一
夫
教

授
に
よ
る
特
別
講
演
も
披

授
に
よ
る
特
別
講
演
も
披
露

さ
れ
た

さ
れ
た
。

特別講演に立つ一宮教授

垣根を越え議論深める
大分高専一宮教授の特別講演も

近未来コンクリート研究会

合
計
事
業

合
計
事
業
費費
11
兆兆
㮇
億
円
億
円

555552222222222999995229

社整審国幹部会

年
度
内
に
更
新
計
画
認

㮇
年
度
内
に
更
新
計
画
認
可可

2323

高速道路5社

が
　
件
。
分
野
別
で
は
文

件
。
分
野
別
で
は
文
化

6666
社
会
教
育

社
会
教
育
が
　
件
、
医
療

件
、
医
療
・

3131

内
閣
府
は
、

　
内
閣
府
は
、
２
０
２
２

２
０
２
２
年

度
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施

度
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
状

況
を
ま
と
め
た

況
を
ま
と
め
た
。　

年
度
に

年
度
に

2222

実
施
方
針
を
公
表
し
た
事

実
施
方
針
を
公
表
し
た
事
業

は
前
年
度

は
前
年
度
比
　

件
増
の

件
増
の
　

1313

6969

件
。
こ
の
う
ち
、
中
国
地

件
。
こ
の
う
ち
、
中
国
地
区

で
は
で
は
８
件
の
実
施
方
針
が

件
の
実
施
方
針
が
公

表
さ
れ
て
い
る

表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
件
を
事
業
主
体
別
に

件
を
事
業
主
体
別
に
み

6969
る
と
、
国
が

る
と
、
国
が
３
件
、
自
治

件
、
自
治
体

 

実
施
方
針
公
表
は
8
件

中
国
地
区

内
閣
府
ɹ
年
度
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

22

２
部
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

切
断
穿
孔
技
士
作
業
者

切
断
穿
孔
技
士
作
業
者
教

本
」
を
教
材
に
し
た
講
義
で

本
」
を
教
材
に
し
た
講
義
で
、

今
年
の

今
年
の
４
月
に
行
わ
れ
る

月
に
行
わ
れ
る
技

能
審
査
試
験
の
受
験
者
に

能
審
査
試
験
の
受
験
者
に
と

っ
て
は
見
逃
せ
な
い
内
容

っ
て
は
見
逃
せ
な
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
時
間
は

な
っ
て
い
る
。
時
間
は
１
部
・

２
部
そ
れ
ぞ
れ

部
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
で

時
間
で
、

各
自
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

各
自
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
受
講
す
る

ト
フ
ォ
ン
で
受
講
す
る
。

受
講
料
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
受
講
料
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
教

本
代
も
含
ん
で

本
代
も
含
ん
で
１
人
１
万
６

５
０
０

５
０
０
円
（
税
込

（
税
込
）
。
受
講

。
受
講
申

し
込
み
は

し
込
み
は
２
月
２
日
ま
で

日
ま
で
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
Ｄ
Ｃ
Ａ
事
務
局
（
電

は
Ｄ
Ｃ
Ａ
事
務
局
（
電
話
０

３
―
３
４
５
４

３
４
５
４
―
６
９
６
９
９

０
、h

ttp
://w
w
w
.d
c
a
.o

r
.jp

）
ま
で

）
ま
で
。

月
の
　
日
か
日
か
ら
　
日
ま
で

日
ま
で
。

1515

2929

講
習
内
容
は
、
第

　
講
習
内
容
は
、
第
１
部
が

過
去
の
切
断
穿
孔
工
事
に

過
去
の
切
断
穿
孔
工
事
に
お

け
る
事
故
事
例
な
ど
を
ふ

け
る
事
故
事
例
な
ど
を
ふ
ま

え
て
作
成
さ
れ
た
安
全
作

え
て
作
成
さ
れ
た
安
全
作
業

教
本
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
発
行
）
に

教
本
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
発
行
）
に
基

づ
い
た
安
全
衛
生
教
育
。

づ
い
た
安
全
衛
生
教
育
。
第

ン
グ
形
式
で
「

ン
グ
形
式
で
「
第
　
回
切
断

回
切
断

2828

穿
孔
業
務
安
全
講
習
会
」

穿
孔
業
務
安
全
講
習
会
」
を

開
講
す
る
。
受
講
期
間
は

開
講
す
る
。
受
講
期
間
は
来

2
月
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

ＤＣＡ

業
務
安
全
講
習
会
を
開
講

械
設
備
、
管
、

械
設
備
、
管
、
３
５
０
０

３
５
０
０
万

円
未
円
未
満

▽
（
東
広
島
）
本
部
棟

　
▽
（
東
広
島
）
本
部
棟
５

階
空
調
設
備
改
修
＝
東
広

階
空
調
設
備
改
修
＝
東
広
島

市
、
市
、
３
カ
月
、
本
部
棟

カ
月
、
本
部
棟
５
階

空
調
設
備
改
修
、
管
、

空
調
設
備
改
修
、
管
、
３
５

０
０
０
０
万
円
未

万
円
未
満

万
円
未

万
円
未
満

▽
（
霞
）
薬
学
部
研
究

　
▽
（
霞
）
薬
学
部
研
究
棟

２
階
実
習
室
改
修
機
械
設

階
実
習
室
改
修
機
械
設
備

＝
広
島
市
、

＝
広
島
市
、
４
カ
月
、
薬

カ
月
、
薬
学

部
研
究
棟

部
研
究
棟
２
階
の
セ
ミ
ナ

階
の
セ
ミ
ナ
ー

室
等
約

室
等
約
３
０
３
０
０
釈
を
実
習
室

を
実
習
室

に
改
修
す
る
工
事
に
伴
う

に
改
修
す
る
工
事
に
伴
う
機

業
（
倉
敷
市

業
（
倉
敷
市
）

▽
新
岡
山
学
校
給
食
セ

　
▽
新
岡
山
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
整
備
運
営

タ
ー
（
仮
称
）
整
備
運
営
事

業
（
岡
山
市

業
（
岡
山
市
）

▽
倉
吉
市
営
長
坂
新
町

　
▽
倉
吉
市
営
長
坂
新
町
住

宅
等
建
替
事
業
（
倉
吉
市

宅
等
建
替
事
業
（
倉
吉
市
）

▽
米
子
新
体
育
館
整
備

　
▽
米
子
新
体
育
館
整
備
等

事
業
（
米
子
市

事
業
（
米
子
市
）

　
▽
浜
崎
伝
建
地
区
町
家

▽
浜
崎
伝
建
地
区
町
家
モ

デ
ル
施
設
の
運
営
事
業
（

デ
ル
施
設
の
運
営
事
業
（
萩

市
）
※
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

市
）
※
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
▽
安
芸
太
田
町
定
住
促

　
▽
安
芸
太
田
町
定
住
促
進

住
宅
整
備
事
業
（
仮
称
）（

住
宅
整
備
事
業
（
仮
称
）（
安

芸
太
田
町

芸
太
田
町
）

福
祉
が

福
祉
が
１
件
、
環
境
衛
生

件
、
環
境
衛
生
が

７
件
、
経
済
地
域
振
興

件
、
経
済
地
域
振
興
が
　2323

件
、
イ
ン
フ
ラ
が

件
、
イ
ン
フ
ラ
が
３
件
、
件
、
行

政
が
政
が
４
件
だ
っ
た

件
だ
っ
た
。

中
国
地
区
で
実
施
方
針

　
中
国
地
区
で
実
施
方
針
が

公
表
さ
れ
た

公
表
さ
れ
た
８
件
の
事
業

件
の
事
業
名

及
び
事
業
主
体
は
次
の

及
び
事
業
主
体
は
次
の
通

り
。▽

周
南
緑
地
整
備
管
理

　
▽
周
南
緑
地
整
備
管
理
運

営
事
業
（
周
南
市

営
事
業
（
周
南
市
）

▽
島
根
県
立
こ
こ
ろ
の

　
▽
島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医

療
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
・

療
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
・
運

営
事
業
（
島
根
県

営
事
業
（
島
根
県
）

▽
（
仮
称
）
児
島
学
校

　
▽
（
仮
称
）
児
島
学
校
給

食
共
同
調
理
場
整
備
運
営

食
共
同
調
理
場
整
備
運
営
事

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
事
業

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
事
業
協

同
組
合
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
、
下
村

同
組
合
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
、
下
村
俊

夫
理
事
長
）
は
、
ｅ
ラ
ー

夫
理
事
長
）
は
、
ｅ
ラ
ー
ニ

り
。参

加
資
格
＝
市
内
に
本

　
参
加
資
格
＝
市
内
に
本
店

を
置
く

を
置
く
２
社
で
構
成
さ
れ

社
で
構
成
さ
れ
た

J
V
J
V
で
あ
る
こ
と
（
出
資

で
あ
る
こ
と
（
出
資
比

率
は
　
％
以
上
）
。
代
表
構

％
以
上
）
。
代
表
構
成

3030

員
は
特
定
建
設
業
者
（
管

員
は
特
定
建
設
業
者
（
管
工

事
）
で
、
最
新
の
総
合
評

事
）
で
、
最
新
の
総
合
評
定

認
申
請
書
な
ど
は

認
申
請
書
な
ど
は
１
月
　
日
2929

ま
で
契
約
監
理
課
で
受
け

ま
で
契
約
監
理
課
で
受
け
付

け
る
。
入
札
は

け
る
。
入
札
は
２
月
　
日
午
日
午

2626

後
２
時
。
時
。　

参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

萩
市
は
、
条
件
付
一
般

　
萩
市
は
、
条
件
付
一
般
競

争
入
札
（
紙
入
札
）
で
「

争
入
札
（
紙
入
札
）
で
「
福

祉
複
合
施
設
か
が
や
き
空

祉
複
合
施
設
か
が
や
き
空
調

設
備
改
修
工
事
（
そ
の

設
備
改
修
工
事
（
そ
の
２
）
」

を
公
告
し
た
。
参
加
資
格

を
公
告
し
た
。
参
加
資
格
確

階
の
一
部
（
居
室
を
除
く

階
の
一
部
（
居
室
を
除
く
全

域
）
。
既
設
熱
源
（
吸
収
式

域
）
。
既
設
熱
源
（
吸
収
式
冷

温
水
機
）
及
び
付
帯
設
備

温
水
機
）
及
び
付
帯
設
備
の

撤
去
、
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン

撤
去
、
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
（
室
外

マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
（
室
外
機

　
台
、
室
内
機

台
、
室
内
機
１
２
２

１
２
２
台
）

2323

―
２工

事
概
要
＝
Ｒ
Ｃ
造

　
工
事
概
要
＝
Ｒ
Ｃ
造
３
階

建
、
床
面
積

建
、
床
面
積
８
１
３
７

８
１
３
７
・
　9191

釈
（
２
０
０
０

２
０
０
０
年
竣
工
）

年
竣
工
）
の

空
調
設
備
改
修
工
事
。
施

空
調
設
備
改
修
工
事
。
施
工

範
囲
範
囲
１
階
全
域
及
び

階
全
域
及
び
２
～
３

値
が
管
工
事

値
が
管
工
事
７
５
０

７
５
０
点
以
点
以
上

で
あ
り
、
過

で
あ
り
、
過
去
　
年
間
に
公

年
間
に
公

1010

共
工
事
の
元
請
と
し
て
、

共
工
事
の
元
請
と
し
て
、
２

０
０
０

０
０
０
万
円
以
上
の
管
工

万
円
以
上
の
管
工
事

を
完
工
し
た
実
績
（
Ｊ
Ｖ

を
完
工
し
た
実
績
（
Ｊ
Ｖ
で

の
施
工
実
績
は
出
資
比

の
施
工
実
績
は
出
資
比
率
　3030

％
以
上
）
を
有
す
る
―
な
ど

％
以
上
）
を
有
す
る
―
な
ど
。

そ
の
他
の
構
成
員
は
、
同

そ
の
他
の
構
成
員
は
、
同
６

０
０
０
０
点
以
上
で
、
過

点
以
上
で
、
過
去
　
年
1010

間
に
公
共
工
事
の
元
請
と

間
に
公
共
工
事
の
元
請
と
し

て
、
て
、
５
０
０

５
０
０
万
円
以
上
の

万
円
以
上
の
管

工
事
を
完
工
し
た
実
績
（

工
事
を
完
工
し
た
実
績
（
Ｊ

Ｖ
で
の
施
工
実
績
は
出
資

Ｖ
で
の
施
工
実
績
は
出
資
比

率
　
％
以
上
）
を
有
し
て

％
以
上
）
を
有
し
て
い

3030
る
―
な

る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
椿

　
工
事
場
所
＝
椿
３
４
６

３
４
６
０

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

申請書は29日まで受付
前小路天神山線外舗装

防 府 市

（4）（第三種郵便物認可） 2024年（令和6年）1月19日（金曜日）

及
び
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ

及
び
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン

（
室
外
機

（
室
外
機
７
台
、
室
内

台
、
室
内
機
　1010

台
）
に
全
面
改
修
、
天
井

台
）
に
全
面
改
修
、
天
井
内

装
材
の
部
分
補

装
材
の
部
分
補
修

工
期
＝

　
工
期
＝
３
月
下
旬
か
ら

月
下
旬
か
ら
９

月
下
月
下
旬

　
　

萩 市

確
認
申
請
書
は
㮇
日
ま
で

29

福
祉
複
合
施
設
空
調
設
備
改
修


